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平成 28 年６月 14 日 

扇風機等の家電製品の経年劣化事故に御注意ください 

多くの家電製品は、製品の長期使用に伴う部品の劣化や損傷等の経年劣化により事

故が発生するおそれがあります。平成 19 年５月から平成 27 年３月までに、経年劣化

に起因する重大製品事故1が 279 件2発生しており、うち扇風機の事故が 91 件(32.6％)

と最も多く、家屋が全焼する事故も発生しています。 

消費者庁が、扇風機を使用している人 1,800 人を対象に、家電製品の長期使用に関

する実態についてアンケート調査を行ったところ、27％の人が、扇風機を使用中に、

経年劣化に起因する事故の予兆である「異常な音がする」、「モーター部分が熱い」等

の不具合を見付けたことがあると回答しました。 

しかし、このうち約半数（50％）は、使用を中止せずに使い続けていました。 

家電製品の経年劣化に起因する事故の予兆である「異常な音・振動・匂い・発熱

等」の不具合を見付けたら、直ちに使用を中止し、メーカーや販売店に相談しましょ

う。 

１．家電製品の経年劣化に起因する事故情報の概要  

平成 19 年５月から平成 27 年３月までに、経年劣化に起因する家電製品の重大製品事

故は 279 件発生しており、扇風機、照明器具、換気扇、エアコン等の事故が多くを占め

ています。 

このうち最も事故が多かったのが扇風機の 91 件で、全ての製品の事故の 32.6％を占

めています。また、扇風機の事故のうち 90％(82 件)は、製造後 30 年以上経過した製品

による事故となっています。同様に、換気扇では経年劣化に起因する事故 28 件のうち、

75％(21 件)は、製造後 30 年以上経過した製品による事故です。こうした製品では、非常

に長期間使用した製品において、経年劣化に起因する事故が多く発生していることが分

かります。 

  

                                                  
1 経年劣化に起因する事故とは、設計・製造上の瑕疵がないにもかかわらず、製品の長期使用に伴い製品の部品・材料

が本来果たすべき機能を発揮できなくなった結果生じた事故。 
2 消費者庁が重大製品事故報告・公表制度により公表した家電製品の重大製品事故のうち、経済産業省が事故原因究明

を行い、事故原因が経年劣化に起因するとして公表した件数。 
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表１ 経年劣化に起因する家電製品の事故発生件数（平成 19 年５月～平成 27 年３月） 

  
件数 

（件） 

割合 

（％） 

経過年数別の事故発生状況 

～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～ 

扇風機 91 32.6 0 1 1 6 1 11 44 27

照明器具 36 12.9 2 7 6 6 8 5 2 0

換気扇 28 10.0 0 2 0 3 2 9  11 1

エアコン 27 9.7 0 3 9 3 3 6 2 1

電気冷蔵庫 23 8.2 0 0 4 2 2 13 2 0

その他 74 26.5 0 10 28 24 6 4 1 1

合計 279 100 2 23 48 44 22 48 62 30

（出所）経済産業省「平成 26 年度 製品安全政策に関する取組状況について」をもとに消費者庁で作成 

 

２．家電製品の経年劣化に起因する事故事例 

【事例１】扇風機の火災 

扇風機の長期使用（約 30 年）により、モーター関係の部品が劣化して、異常発熱が

生じ、スパークが発生して周囲のほこり等に着火し、出火に至ったものと推定される。

火災により、住宅を全焼し、家人１人が重度の火傷を負った。 

（事故発生年月 平成 23 年７月 宮城県） 
 

【事例２】扇風機の火災 

工場で当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼損する火災が発生した。 

調査の結果、当該製品は、長期使用（約 36 年）により、始動用コンデンサーの絶縁

が低下し、内部短絡したため、出火に至ったものと推定される。 

（事故発生年月 平成 26 年８月 埼玉県） 
 

【事例３】照明器具の火災 

引き紐により照明器具のスイッチを入れたところ、照明器具を焼損し、周辺を汚損す

る火災が発生した。照明器具内部の部品（コンデンサー）の劣化により、過熱、出火し、

樹脂製カバーに着火したものと推定される。 

（事故発生年月 平成 26 年４月 熊本県） 
 

【事例４】エアコンの火災 

  エアコンから出火する火災が発生し、製品を焼損、周辺を汚損した。 

  調査の結果、長期使用（約 20 年）により、製品のパワーリレー接点部に接触不良が

生じて異常発熱し、出火に至ったと推定される。 

   （事故発生年月 平成 25 年４月 愛知県） 
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３．家電製品の長期使用に関するアンケート調査 

消費者庁では、扇風機の経年劣化に起因する事故件数が多いことから、扇風機を使用し

ている人 1,800 人を対象に、家電製品の長期使用に関する実態調査を実施しました。 

 

３－１ 扇風機について 

（１） 不具合を感じた・見付けた人のうち、その約半数は様子を見ながら使い続けた 

扇風機を使用中に不具合を感じたり見付けたりしたことのある人（全体の 27％）のう

ち、約半数（50％）は、使用を中止せずに、様子を見ながら使い続けていました（図

１）。 

 扇風機を使用中に感じた・見付けた不具合について、その事象として、経年劣化事故の

予兆である「羽根が回ると異常な音がする」、「スイッチを入れても羽根が回らない」、「モ

ーター部分が熱い」、「羽根の回転が遅い又は不規則」が回答に挙げられています（複数回

答。図２）。 

また、不具合があっても使い続けたと回答した人は、主な理由（複数回答）として、

「まだ使えると思ったから」、「危険とは感じなかった」を挙げています（図３）。 

 

図１．使用中に扇風機の不具合を見付けた時の対応 

 

 

 

 

 

 

図２．扇風機を使用中の不具合（複数回答） 
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図３．不具合があるが様子を見ながら使い続けた理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 季節に合わせて扇風機を出し入れする時等に、約４割は状態を確認していない 

 季節に合わせて扇風機を出し入れする時等に、扇風機の状態（がたつき、焦げた痕や変

色、羽根の回転具合等）、電源コードや電源プラグの傷みなどを確認していない人が 36％

いました。 

 

３－２ 家電製品全般について 

（１）不具合が生じたときに様子を見ながら使い続けた結果、けがや火傷をした人も 

 家電製品に不具合が生じたときに「様子を見ながら使い続けた」と回答した人は、

25.3％（453 人）でした。このうち、5.5％（25 人）は、その結果、何らかの事故が発生

したと回答しています（表２）。 

 

表２．家電製品に不具合が生じたときに「様子を見ながら使い続けた」結果（複数回答） 

 回答数 ％ 

けがや火傷を負った 8 1.8

発煙、発火が起きた。又は周辺を焦がした 20 4.4

更に状態が悪化した 116 25.6

その他 11 2.4

特に問題は起きていない 308 68.0

 

（２）経年劣化により火災等が引き起こされる可能性があることを 24％の人は知らない 

 家電製品の設計や構造に問題がなくとも、長期使用に伴って部品や材料に劣化が生じ、

事故が起きることがあります。製品の長期使用による経年劣化によって、火災などの重大

な製品事故が引き起こされる可能性があることを知らないと回答した人が 24％いまし

た。 
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79.8%
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近日中に買い替える予定だったから

短時間の使用だから

危険とは感じなかったから

まだ使えると思ったから

何らかの事故が発生した人 

：5.5％（重複を除外、25 人）

（N=242） 

（N=453） 
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 また、家電メーカーでは、ウェブサイトやパンフレット等で、長期使用されている家電

製品の危険性や必要な点検、買替え時期等を案内していますが、それらを見たことがある

と回答した人は 31％にとどまりました。 

 

４．消費者へのアドバイス 

（１）経年劣化の予兆となる事象を見つけたら、直ちに使用を中止しましょう 

家電製品の経年劣化事故の予兆としては、過度な発熱、異常な音や振動、異臭、スイッ

チを入れても正常に作動しない等があります。こうした予兆があれば直ちに使用を中止し

て、製造事業者等に相談しましょう。 

 

＜扇風機の場合の主な経年劣化の予兆となる症状＞ 

 ○スイッチを入れてもファンが回らない 

 ○ファンが回っても異常に回転が遅い又は不規則 

 ○ファンが回るときに異常な音がする 

 ○モーター部分が異常に熱い又は焦げ臭いにおいがする 

 

（２）製造年、標準使用期間などを確認しましょう 

経済産業省が創設した長期使用製品安全表示制度3により、平成 21 年４月１日以降に製

造・販売された扇風機等の指定品目の製品には、製造年、標準使用期間などが表示されて

いますので、確認しましょう。 

標準使用期間とは、一般的な使用条件の下で使用した場合に安全に使用することができ

る期間です。ただし、使用頻度や使用環境によっては、期間内であっても経年劣化に起因

する事故が発生する可能性がありますので、予兆となる事象に注意しましょう。 

 

【表示例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
3長期使用時の注意喚起を促すため、経済産業省が創設した、平成 21 年４月１日以降に製造又は輸入されたものについ

ては「製造年」、「設計上の標準使用期間」、「経年劣化の注意喚起」の表示が義務化された制度で、対象製品には、扇

風機、換気扇、エアコン、ブラウン管テレビ、全自動洗濯機、２層式洗濯機が指定されている。 
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（３）長期使用製品安全点検制度4 

特定保守製品を購入した際には、所有者情報を登録しましょう。点検が必要な時期に、

メーカーが所有者に点検時期を通知し、所有者が点検を受けることで経年劣化に起因する

事故を防止することができます。 

 

（参考）長期使用製品安全点検・表示制度の創設 ～製品の長期使用に伴う経年劣化事故

の防止～ 経済産業省 

  

                                                  
4経年劣化に起因する事故を防止するため、経済産業省が創設した制度。特定保守製品の製造・輸入事業者は、製品に、点検期

間や問合せ連絡先等を表示することとされている。特定保守製品の所有者には、製造・輸入事業者に対して所有者情報を提供

することと、事故が生じた場合に他人に危害を及ぼすおそれがあることに留意して、点検等の保守を行うことが求められている。 
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（参考）長期使用製品安全点検制度 ～特定保守製品を購入した際は所有者登録をして安

全確保！～ 経済産業省 
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【本件に関する問合せ先】 

消費者庁消費者安全課 吉本 

TEL：03(3507)9202（直通） 

FAX：03(3507)9290 

消費者庁ウェブサイト：http://www.caa.go.jp/ 

 

経済産業省製品安全課 大西 

TEL：03(3501)4707（直通） 

FAX：03(3501)6201 

経済産業省製品安全ガイド： 

http://www.meti.go.jp/product_safety/ 
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（参考）主な家電製品の経年劣化の予兆となる事象 

 

（出所）経済産業省「経年劣化事故の予兆事例チェックリスト」をもとに消費者庁で作成 
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家電製品の長期使用に関するアンケート調査 

 

調査方法：インターネット調査 

調査時期：平成 28 年５月初旬（２週間） 

対象者 ：扇風機を使用している人 

対象人数：1,800 人 

対象年齢：20 歳代～70 歳代以上の男女、各年代 300 人（合計 1,800 人） 

居住地 ：都道府県（割付なし） 

 

 

【アンケート調査の結果】 

 

Ｑ１．あなたの、お住まいについてお答えください。 

 回答数 ％ 

１ 持家 1,364 75.8

２ 賃貸住宅 429 23.8

３ その他（具体的に：                   ） 7 0.4

 全体 1,800 100.0

 

Ｑ２．現在お使いの扇風機(最も古いもの)は何年使用していますか。 

 回答数 ％ 

１ ５年未満 555 30.8

２ ５年以上 10 年未満 592 32.9

３ 10 年以上 20 年未満 333 18.5

４ 20 年以上 30 年未満 118 6.6

５ 30 年以上 59 3.3

６ 分からない 143 7.9

 全体 1,800 100.0

 

 

 

 

 

 

別添 
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Ｑ３．季節に合わせて扇風機を出し入れする時等に、扇風機の状態（ガタつき、焦げた痕や変色、

羽根の回転具合等）、電源コードや電源プラグのいたみなどを確認していますか。 

 回答数 ％ 

１ 確認している 1,145 63.6

２ 確認していない 655 36.4

 全体 1,800 100.0

 

Ｑ４．扇風機を使用中に、以下のような不具合を感じたことや発見したことがありますか。 

（複数回答） 

 回答数 ％ 

１ スイッチを入れても羽根が回らない 149 8.3

２ 羽根の回転が遅い又は不規則 129 7.2

３ 羽根が回ると異常な音がする 195 10.8

４ モーター部分が熱い 132 7.3

５ 焦げ臭い 25 1.4

６ 電源コードや電源プラグの傷みがある 65 3.6

７ その他（具体的に：                   ） 21 1.2

８ 不具合を感じたことや発見したことはない 1,318 73.2

 

Ｑ５．前問で「不具合を感じたことや発見したことがある」とお答えの方にお伺いします。 

  扇風機の不具合があった時、どのように対応されましたか。 

 回答数 ％ 

１ 使用を中止した 214 44.4

２ 様子を見ながら使い続けた 242 50.2

３ その他（具体的に：                   ） 26 5.4

 全体 482 100.0

 

Ｑ６．前問で「様子を見ながら使い続けた」とお答えの方にお伺いします。 

  使い続けた理由について、あてはまるものを全てお答えください。（複数回答） 

 回答数 ％ 

１ 危険とは感じなかったから 54 22.3

２ まだ使えると思ったから 193 79.8

３ 短時間の使用だから 35 14.5

４ 近日中に買い替える予定だったから 22 9.1

５ その他（具体的に：                   ） 0 -

 

ここからは家電製品全般についてお伺いします 
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Ｑ７．家電製品（扇風機を除きます。）を使用中に、以下のような不具合があったにもかかわらず、 

様子を見ながら使い続けたことはありますか。 

 

＜不具合の例＞ 

・スイッチを入れても動作しないことがある ・焦げ臭い ・異常な音がする ・煙やすすが

出る ・焦げた痕や変色がある ・電源コードや電源プラグが異常に熱い、又はこれらに傷

みがある 

 回答数 ％ 

１ ある（様子を見ながら使い続けた） 347 19.3

２ ない 1,453 80.7

 全体 1,800 100.0

 

Ｑ８．家電製品（扇風機を含む）に不具合が生じた時に「様子を見ながら使い続けた」とお答えの

方にお伺いします。 

様子を見ながら使い続けた結果、どうなりましたか。あてはまるものを全てお答えください。 

（複数回答） 

   回答数 ％ 

１ 更に状態が悪化した 116 25.6

２ 発煙、発火が起きた。又は周辺を焦がした 20 4.4

３ けがや火傷を負った 8 1.8

４ その他（具体的に：                   ） 11 2.4

５ 特に問題は起きていない 308 68.0

 

Ｑ９．家電製品の設計や製造に問題がなくとも、長期使用に伴って部品や材料に劣化が生じ、事故

が起きることがあります。 

このように製品の長期使用による経年劣化によって、火災などの重大な製品事故が引き起こ

される可能性があることを知っていましたか。 

 回答数 ％ 

１ 知っている 1,361 75.6

２ 知らない 439 24.4

 全体 1,800 100.0
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Ｑ10．家電メーカーでは、ウェブサイトやパンフレット等で、長期使用されている家電製品の危険

性や必要な点検、買い替え時期等を案内していますが、見たことはありますか。 

 回答数 ％ 

１ 見たことがある 563 31.3

２ 見たことがない 1,237 68.7

 全体 1,800 100.0

 


